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追跡追跡追跡追跡追跡 ― あの質問のゆくえ ―
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町
長
答
弁

　人口が減り高齢化がすすむ集落では、

消防体制などの集落機能の維持も困難

な状況です。町は特別な対応をとる必要

があるのではないですか。

限界集落予備軍への対応は 今後のまちづくりの大きな課題

集落支援員を配置

本町では高齢化率が50％を越す限界集落はあ
りませんが、予備軍といえるところはありま
す。各々の集落に応じ地域のなかや周辺の方々
との話し合いのなかで知恵を出し合い、方向性
を明確にしていくことは大事なことです。今後
のまちづくりの大きな課題の一つととらえ、新
たな枠組みを考えていく必要があります。

　平成22年7月より、集落対策モデル事業として、集落
の地域活性化をはかるため、高齢化率が60％に近い
「大瀬区」に、集落支援員１名を配置しました。
　集落支援員は、大瀬区の安全・安心のための世帯巡
回を始め、地域での集会の開催、「敬老会」の復活や、
60歳以上を対象とした「いきいきサロン」を始動して
います。これらにより、地域の連帯が一層強まること
を期待しています。
　今後も集落支援員の配置を継続しながら、自立した
コミュニティとしてのあり方を検討していきます。
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